
エネルギー価格の高騰で注目が集まるauAM未来都市関連株式ファンドのテーマ

注目の組入銘柄

電気・ガソリン価格の高騰

効率的なエネルギー利用の重要性が増加

（図1）日本のエネルギー卸売り価格の推移

（図2）スマートグリッドの世界市場規模予測

2021年度初めに1kWhあたり5円程度で推移していた国内の
電力卸売り価格は、足元の週次平均は4倍以上の20円から30
円で推移している。電気料金値上がり要因の一つとして、地政
学リスクの顕在化等を背景とした発電用化石燃料の価格上昇
がある。実際に国内のガソリン卸売価格を見ると、こちらも足
元非常に上昇していることが分かる。さらに、世界の長期的な
電力需要は今後も緩やかに増加することが予想されている。
IEAの分析によると、2040年のエネルギー需要は対2018年
比で20%程度の増加すると見込まれており、世界的なエネル
ギー価格の上昇傾向は今後も長く続く可能性がある。
（出所：IEA「World Energy Outlook 2020」）

このような背景の中、限られたエネルギーを無駄なく効率的に
使う仕組みであるスマートグリッドの需要は今後益々高まるこ
とが予想される。各社調査に基づけば、2020年に353億米ド
ルであった世界の市場規模は2030年に4倍以上の1,532億米
ドルへ拡大すると推測される。
（出所：各社調査を参考にａｕアセットマネジメント作成）

アキュイティー・ブランズは、北米を中心に、商業用、住宅用の照明メーカーとして
業界を牽引している。LED照明の推進、建物内の照明の効率的管理を通じて省エ
ネを促進するなど、脱炭素化に貢献するソリューションを提供する。

ジョンソンコントロールズインターナショナル (アメリカ)

ジョンソンコントロールズインターナショナルは、ビルの管理・運営に関する
テクノロジーのグローバルリーダーであり、150以上の国・地域、400万社以
上の顧客を有している。建物におけるエネルギー効率を高めることで、CO2
排出量の削減に貢献。日本においてもビル管理・中央監視システムや空調冷
熱機器などを提供。

出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント、及び各社公開情報よりａｕアセットマネジメントが作成。
注記：2022年1月末時点。ファンドへの組み入れを保証するものではありません。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。

（出所）一般社団法人日本卸電力取引所（JEPX）、
          経済産業省　資源エネルギー庁
（注記）電力はスポット市場インデックス（24時間）の７日移動平均、
          ガソリンは月次データ
　　　 ガソリンはレギュラーガソリン（全国）
（期間）2021/4/1～2022/2/25

アキュイティー・ブランズ (アメリカ)

※当資料の内容は過去の実績を示したものであり、 将来の運用成果を約束するものではありません。
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投資者の皆さまへ
（販売補助資料）
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ファンドの運用実績

 auAM未来都市関連株式ファンド（為替ヘッジあり）

 auAM未来都市関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 

※「基準価額」は信託報酬控除後のものです。
※「分配金再投資基準価額」は、分配が行われた場合に、当該分配金（税引前）を決算日にファンドへ再投資したものとして計算しています。
　なお、分配金実績がない場合の「分配金再投資基準価額」は、「基準価額」と同一の値となります。
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ポートフォリオ特性値の推移

＊来期 EPS予想と今期 EPS予想を比較
出所：J.P. モルガン・アセット・マネジメント提供資料をもとにａｕアセットマネジメント作成。
ポートフォリオ特性値は2021年1月末時点、及び 2022年2月末時点のポートフォリオの数値にて算出しています。EPS 成長率、 PER および 
PBR は、 J.P. モルガン・アセット・マネジメントにて取得可能なデータをもとに、計算可能な銘柄を特定して算出しています。上記は過去のデー
タであり、当ファンドにおける成果を保証するものではありません。投資環境により当ファンドの運用成果は変動します。MSCI インデックスは
MSCI Inc. が発表しており、著作権は MSCI Inc. に帰属します。MSCI AC ワールド・インデックスのデータは参考として掲載しており、当ファ
ンドのベンチマークではありません。

当ファンド

2021年1月末 2022年2月末

（ご参考）
MSCI ACWI

（ご参考）
MSCI ACWI

銘柄数 94 2,962

EPS 成長率 * 35.2% 21.0%

PER 30.6 21.5

PBR 3.5 2.8

当ファンド

106 2,956

16.1% 12.2%

22.5 16.6

2.8 2.7



マザーファンド 組入上位10銘柄の推移(太網掛けは下図の各銘柄に対応 )

上記は、JPモルガン・アセット・マネジメント株式会社から提供されたデータを元に、auアセットマネジメント株式会社が作成したものであり、
組入上位銘柄はGIM未来都市関連株マザーファンド（適格機関投資家専用）のデータを記載しています。組入比率は株式ポートフォリオの評価
額に対するものです。また、株価の推移は各銘柄の修正株価をもとに2020/10/15を100として指数化したものです（株価は米ドル建て、
2022/3/8 時点）
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 

出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント、ブルームバーグ
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【設定来・継続保有銘柄】
アンバレラ

【直近上位保有銘柄】
ボストン・
サイエンティフィック

【直近上位保有銘柄】
ジョンソンコントロールズ
インターナショナル

【売却済銘柄】
ニュー・オリエンタル・
エデュケーション＆
テクノロジー・グループ

組入上位銘柄の概況

参考銘柄の株価推移(折れ線グラフの色は上記網掛の色に対応)
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参考銘柄の概要

2004年にシリコンバレーで創業、半導体の製造会社。高い解像度を可能にする
画像処理技術を低コストで提供。先進運転支援システム（ADAS）、ドライブレコ
ーダー、運転者／車内モニタリング、自動運転などの幅広い分野で使用されてい
る。

教育サービス会社。外国語トレーニング、米国・中国・イギリス連邦諸国の学校入
試や査定のテスト対策プログラム、および小中学校の教育などのサービスを提
供する。ソフトウエア開発も手掛ける。

(アメリカ)

設定来・継続保有銘柄

直近上位保有銘柄

売却済銘柄

アンバレラ 半導体・半導体製造装置

ニュー・オリエンタル・エデュケーション＆テクノロジー・グループ 消費者サービス(中国)

医療器具メーカー。最小侵襲医療器具の開発、製造、販売に従事する。同社の製
品は心臓病治療、心調律の管理、末梢血管治療、電気生理学、神経血管内治療、
内視鏡、泌尿器科、産婦人科、神経変調治療などの分野で使用される。昨年、全
世界で人工呼吸器が不足するなか、独自開発による低コストの人工呼吸器を素
早く米国市場に投入し、多くの人命と医療現場を救った。

ヘルスケア機器・サービスボストン・サイエンティフィック (アメリカ)

出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント、及び各社公開情報よりａｕアセットマネジメントが作成。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 4/14

ビルの管理・運営に関するテクノロジーのグローバルリーダー。150 以上の国・
地域、400 万社以上の顧客を有する。建物におけるエネルギー効率を高めるこ
とで、CO2 排出量の削減に貢献。日本においてもビル管理・中央監視システムや
空調冷熱機器などを提供。

資本財ジョンソンコントロールズインターナショナル (アメリカ)



日本経済新聞 電子版
掲載日：2022年1月2日　

【ご参考】脱炭素、本命担う先端技術は 薄型太陽電池や電動航空機①

本資料は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の上昇を示唆、保証するものではありません。また、上記プロジェクトの
実現を保証す るものではありません。本資料のデータ・分析等は過去の実績や将来の予測、作成時点における当社の判断を示したものであり、
将来の投資成果および市場 環境の変動等を示唆・保証するものではありません。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 5/14



【ご参考】脱炭素、本命担う先端技術は 薄型太陽電池や電動航空機②
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本資料は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の上昇を示唆、保証するものではありません。また、上記プロジェクトの
実現を保証す るものではありません。本資料のデータ・分析等は過去の実績や将来の予測、作成時点における当社の判断を示したものであり、
将来の投資成果および市場 環境の変動等を示唆・保証するものではありません。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 



水を光触媒で水素と酸素に分解するパネル（茨城県石岡市）

【ご参考】脱炭素、本命担う先端技術は 薄型太陽電池や電動航空機③
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本資料は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の上昇を示唆、保証するものではありません。また、上記プロジェクトの
実現を保証す るものではありません。本資料のデータ・分析等は過去の実績や将来の予測、作成時点における当社の判断を示したものであり、
将来の投資成果および市場 環境の変動等を示唆・保証するものではありません。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 



日本経済新聞 電子版
掲載日：2022年1月4日　

【ご参考】大阪・関西万博まで3年　空飛ぶクルマなど実装目指す
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本資料は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の上昇を示唆、保証するものではありません。また、上記プロジェクトの
実現を保証す るものではありません。本資料のデータ・分析等は過去の実績や将来の予測、作成時点における当社の判断を示したものであり、
将来の投資成果および市場 環境の変動等を示唆・保証するものではありません。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 



日本経済新聞 電子版
掲載日：2022年1月21日　

【ご参考】「都市OS」導入進む NEC、災害・地理データを連携
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本資料は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の上昇を示唆、保証するものではありません。また、上記プロジェクトの
実現を保証す るものではありません。本資料のデータ・分析等は過去の実績や将来の予測、作成時点における当社の判断を示したものであり、
将来の投資成果および市場 環境の変動等を示唆・保証するものではありません。
◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 



今後の見通しと投資方針
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出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメント

※上記運用コメントおよび投資方針は実質的な運用を行うマザーファンドに係る説明を含みます。
また、見通しと投資方針に ついては、基準日時点における見通し、投資方針であり、今後予告なく変更される場合があります。

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。

2022年1月末時点



参考銘柄の概要

*2 GIM 2
GIM

ファンドの目的・特色

投資リスク

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 11/14

※販売会社によっては、スイッチング（乗換え）のお取扱いを行わない場合があります。詳しくは販売会社にお問合せ下さい。
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ファンドの費用

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 12/14



委託会社、その他の関係法人の概要

◆資料末尾の『当資料のお取扱いにおけるご注意』を必ずご覧ください。 13/14



当資料のお取扱いにおけるご注意
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